
　

難
治
性
の
疾
患
を
持
つ
患

者
に
と
っ
て
、
再
生
医
療
、

遺
伝
子
治
療
な
ど
新
規
治
療

の
実
現
は
願
っ
て
止
ま
な
い

も
の
で
あ
り
、
私
の
所
属
す

る
感
覚
器
セ
ン
タ
ー
で
も
、

こ
れ
ま
で
治
療
法
の
な
か
っ

た
遺
伝
性
網
膜
疾
患
に
対
す

る
遺
伝
子
置
換
治
療
の
治
験

準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
治
療
に
は
大
き
な
効
果

が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
巨
額

の
経
費
が
必
要
と
さ
れ
、
常

に
費
用
対
効
果
が
議
論
に
上

が
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
多

く
の
患
者
が
そ
の
恩
恵
に
与

れ
る
よ
う
願
う
と
同
時
に
、

治
療
に
よ
っ
て
生
活
の
質
が

ど
の
程
度
改
善
さ
れ
る
の
か

慎
重
な
判
断
が
必
要
と
さ
れ

る
。

　

か
な
り
前
に
、
印
象
に
残

る
三
十
歳
の
女
性
患
者
が
い

た
。
十
代
で
視
力
低
下
が
生

じ
、
大
学
病
院
で
網
膜
色
素

変
性
症
と
診
断
。
視
力
、
視

野
と
も
に
重
度
の
障
害
が
あ

り
、
す
で
に
歩
行
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。
将
来
的
な
治

療
の
相
談
の
た
め
私
の
外
来

を
訪
れ
た
が
、
精
密
検
査
の

結
果
は
網
膜
色
素
変
性
な
ど

全
く
存
在
し
な
か
っ
た
。
感

覚
器
領
域
で
は
、
心
因
性
の

視
覚
障
害
や
聴
覚
障
害
は
比

較
的
高
い
頻
度
で
見
ら
れ
、

成
人
女
性
の
場
合
は
若
年
期

の
虐
待
が
背
景
に
見
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
。

　

と
こ
ろ
が
彼
女
に
重
篤
な

疾
患
が
な
い
こ
と
を
告
げ
る

と
そ
の
途
端
に
泣
き
崩
れ
、

こ
の
先
ど
う
や
っ
て
生
き
て

い
け
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
と
半
ば
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ

た
。
こ
の
患
者
は
若
年
期
の

精
神
的
圧
迫
に
よ
っ
て
生
じ

た
非
器
質
性
視
力
障
害
を
網

膜
色
素
変
性
と
誤
診
さ
れ
、

そ
の
後
は
そ
の
病
名
に
同
調

す
る
か
の
よ
う
に
視
力
・
視

野
が
悪
化
し
、
重
度
障
害
者

と
し
て
周
囲
か
ら
の
援
助
を

受
け
る
こ
と
で
何
と
か
精
神

的
・
社
会
的
な
安
定
を
保
っ

て
い
た
。
網
膜
が
正
常
で
あ

る
こ
と
は
、
彼
女
に
と
っ
て

社
会
的
な
死
を
意
味
し
て
い

た
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
は
極
端
で
あ

る
に
し
て
も
、
患
者
が
医
療

に
求
め
る
ゴ
ー
ル
は
様
々
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的

背
景
を
的
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
患
者
の
満
足
に
つ
な
げ

る
第
一
歩
で
あ
る
と
痛
感
し

た
。
遺
伝
性
網
膜
疾
患
の
治

療
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
対
象
患
者

の
生
活
環
境
を
考
慮
し
た
多

面
的
な
効
果
分
析
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

（
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

　

感
覚
器
セ
ン
タ
ー

　

視
覚
研
究
部

�

角
田
和
繁　
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回
）
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～
医
師
会
の
取
り
組
み
～

東
京
都
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

島
﨑 

美
奈
子（
61
回
）

東
京
都
医
師
会
理
事

三
四
会
各
支
部
内
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
）に
よ
る
影
響
調
査
報
告

武
田 

純
三（
52
回
）

堀
内 

行
雄（
52
回
）

三
四
会
長

支
部
担
当
理
事

　

昨
年
末
に
中
国
武
漢
で
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
）
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

り
日
本
で
も
感
染
者
が
急
増

し
、
２
０
２
０
年
4
月
１
６

日
に
は
、
全
国
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
、
約
40
日
後
の

5
月
26
日
に
よ
う
や
く
宣
言

が
解
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
。
6
月
13
日

（
土
）
の
三
四
会
評
議
員
会

も
、
今
ま
で
と
異
な
り
Ｗ
Ｅ

Ｂ
開
催
と
な
り
、
同
日
開
催

予
定
の
三
四
会
百
年
記
念
式

典
並
び
に
祝
賀
会
は
、
取
り

や
め
と
な
っ
た
。
現
在
の
事

態
が
鎮
静
化
し
第
二
波
な
ど

の
影
響
を
免
が
れ
、
本
年
11

月
21
日
（
土
）
に
三
四
会
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
、
慶
應

医
学
会
の
合
同
１
０
０
周
年

記
念
式
典
が
無
事
に
開
催
可

能
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て

い
る
。

　

さ
て
、
三
四
会
新
聞
4
、

5
月
号
に
慶
應
義
塾
大
学
病

院
北
川
雄
光
病
院
長
の
「
慶

應
義
塾
大
学
病
院
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
）
へ

の
取
組
み
～
中
間
報
告
～
」

と
い
う
詳
細
な
報
告
が
掲
載

さ
れ
た
。
三
四
会
の
各
支
部

に
お
い
て
も
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
に
対
し
自
院
内
で
の
職

員
や
患
者
の
安
全
や
医
療
資

源
の
確
保
、
さ
ら
に
は
医
師

会
や
国
へ
の
協
力
な
ど
様
々

な
対
応
を
さ
れ
、
検
査
体
制

の
不
備
や
Ｐ
Ｐ
Ｅ
資
材
の
不

足
な
ど
、
物
心
両
面
で
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
現
状
を
三
四

会
と
し
て
少
し
で
も
把
握
す

る
目
的
で
各
支
部
長
宛
に
Ｗ

Ｅ
Ｂ
調
査
を
行
い
、
34
支
部

か
ら
回
答
を
得
た
。

　

各
支
部
内
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
に
よ
る
影
響
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
以
下
に
示

す
。（
回
答
依
頼
日
２
０
２

０
・
６
・
１
、
回
答
数
34
支

部
）

【
２
０
２
０
・
５
末
ま
で
の

状
況
】

１
．�

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の

疑
い
患
者
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
20
支

部
59
％
で
は
、「
と

て
も
困
っ
た
」「
時

々
困
っ
た
」
と
回
答

が
あ
っ
た
が
、「
基

幹
病
院
な
ど
が
対

応
」「
そ
れ
ほ
ど
困

ら
な
か
っ
た
」
と
13

支
部
38
％
が
回
答
し

た
。
受
け
入
れ
態
勢

に
支
部
で
の
大
き
な

違
い
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

２
．
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
患
者
以
外
の
患
者

の
受
診
状
況
が
「
減

少
し
た
」
と
答
え
た

の
が
ほ
ぼ
全
支
部
で

あ
っ
た
。
1
支
部
が
「
わ
か

ら
な
い
」
と
回
答
し
た
。
全

医
療
機
関
の
受
診
患
者
が
明

ら
か
に
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

３
．
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て

は
、
検
査
で
き
ず
に
「
と
て

も
困
っ
た
」「
時
々
困
っ

た
」
と
答
え
た
の
は
、
20
支

部
59
％
で
あ
っ
た
。「
困
ら

な
か
っ
た
」
と
答
え
た
の
は

11
支
部
32
％
で
あ
っ
た
。
6

割
近
い
支
部
で
困
っ
て
い
た

が
、
5
月
中
旬
以
降
に
地
区

に
よ
り
医
師
会
主
導
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
が
始
め
ら
れ
る
等
、

改
善
に
向
か
っ
て
い
る
。　

４
．�

支
部
内
で
の
三
四
会

員
の
勤
め
る
医
療
施
設
で
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
）

の
流
行
拡
大
に
伴
い
、
当
然

な
が
ら
慶
應
病
院
全
体
が
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
外
来
部
門
の
大

幅
な
機
能
縮
小
と
そ
の
後
の

復
興
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。
２
０
２
０
年

３
月
末
か
ら
は
外
来
患
者
さ

ん
が
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
て

受
診
控
え
を
す
る
傾
向
が
顕

著
に
な
る
と
と
も
に
、
病
院

と
し
て
も
患
者
さ
ん
と
教
職

員
の
安
全
を
最
優
先
す
る
に

は
不
急
の
外
来
受
診
を
避
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
な
り
ま
し
た
。
外
来

部
門
の
早
急
な
対
応
の
た

め
、
４
月
９
日
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
‐
19
外
来
対
策
コ
ア
会
議

が
組
織
さ
れ
、
当
面
は
腫
瘍

セ
ン
タ
ー
や
免
疫
統
括
セ
ン

タ
ー
と
い
っ
た
先
延
ば
し
困

難
な
部
門
で
は
診
療
機
能
を

維
持
、
そ
れ
以
外
の
多
く
の

部
門
で
は
外
来
機
能
を
大
幅

に
縮
小
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
４

月
中
は
患
者
さ
ん
に
は
個
別

に
医
師
や
担
当
者
か
ら
電
話

連
絡
し
て
、
予
約
を
延
期

し
、
併
せ
て
院
外
処
方
箋
を

ご
自
宅
な
い
し
近
隣
の
調
剤

薬
局
に
お
送
り
す
る
の
が
日

課
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
も

と
慶
應
病
院
は
２
０
１
９
年

度
の
外
来
再
診
患
者
数
が
１

日
約
３
３
０
０
人
～
３
５
０

０
人
程
度
（
２
０
２
０
年
１

月
は
３
４
９
４
人
／
日
）
で

し
た
が
、
４
月
中
は
最
少
で

１
日
７
０
０
人
以
下
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
慶
應

病
院
で
は
従
来
、
院
内
処
方

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
４

月
中
は
２
／
３
程
度
が
院
外

処
方
と
な
り
ま
し
た
。
厚
生

労
働
省
か
ら
は
ほ
ぼ
毎
週
の

よ
う
に
電
話
診
療
や
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
制
限
緩
和
措
置

が
発
出
さ
れ
、
多
少
な
り
と

も
診
療
報
酬
が
加
算
で
き
た

こ
と
が
せ
め
て
も
の
不
幸
中

の
幸
い
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
５
月
の
連
休
明

け
か
ら
は
外
来
対
策
コ
ア
会

議
の
復
興
計
画
に
基
づ
き
、

毎
週
ご
と
に
外
来
患
者
数
の

目
安
を
設
定
し
、
組
織
的
に

受
診
患
者
さ
ん
の
規
制
を
緩

和
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
５
月
の
Ｇ
Ｗ
明
け
に
は

１
日
１
０
０
０
～
１
５
０
０

人
程
度
の
再
診
患
者
数
で
し

た
が
、
週
を
追
う
ご
と
に
再

診
数
は
増
加
し
、
６
月
末
に

は
ほ
ぼ
３
０
０
０
人
を
超

え
、
以
前
の
状
況
に
近
づ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
初
診
患
者

数
は
再
診
患
者
数
ほ
ど
に
は

戻
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
や
が

て
以
前
の
１
日
１
５
０
人
の

レ
ベ
ル
に
復
す
る
も
の
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
の
外
来
対
策
コ
ア
会

議
で
は
、
患
者
数
の
回
復
そ

の
も
の
よ
り
も
、
い
か
に

「
密
」
を
避
け
て
、
安
全
・

安
心
な
外
来
受
診
体
制
を
構

築
で
き
る
か
と
い
う
点
に
力

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
日

本
の
社
会
全
体
で
テ
レ
ワ
ー

ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
、
時
差
通

勤
な
ど
が
推
奨
さ
れ
て
き
て

い
る
中
で
、
病
院
診
療
に
も

同
様
な
改
革
が
必
要
で
す
。

受
診
患
者
数
を
大
幅
に
制
限

す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

以
前
と
同
様
に
１
日
３
５
０

０
人
が
受
診
し
て
も
、「
密
」

を
避
け
た
新
た
な
慶
應
病
院

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
言
わ
ば
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
時
代
の
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
」
な
慶
應
病
院
で
す
。
コ

ア
会
議
を
開
催
す
る
な
か

で
、
改
め
て
慶
應
病
院
の
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
１
号
館
外
来
の

中
で
も
混
雑
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

と
比
較
的
ゆ
と
り
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
特
に

３
階
の
３
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の

「
密
」
が
課
題
で
あ
り
、
現

在
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心

に
、
病
院
全
体
、
診
療
科
全

体
で
外
来
患
者
の
平
準
化
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
午

前
―
午
後
の
不
均
衡
や
、
特

定
の
曜
日
の
混
雑
を
避
け
る

よ
う
に
予
約
枠
を
調
整
中

で
、
本
年
秋
以
降
に
は
軌
道

に
乗
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
１
日
の
外
来
採
血
が

８
時
台
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
問
題
で
、
現

在
、
診
察
日
よ
り
前
の
採
血

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
シ
ス
テ
ム
担
当
の

陣
崎
副
病
院
長
の
多
大
な
ご

　

２
月
中
旬
か
ら
全
国
的
に

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
感
染
者
の

増
加
が
加
速
す
る
な
か
、
３

週
間
後
に
は
都
内
で
感
染
源

不
明
患
者
が
増
加
し
、
４
月

７
日
に
東
京
都
を
含
む
７
都

道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
都
全
域
で
の
感

染
対
策
の
強
化
、
イ
ベ
ン
ト

や
不
要
不
急
の
往
来
の
自
粛

を
呼
び
か
け
、
東
京
都
医
師

会
は
都
と
連
携
し
重
症
者
の

医
療
提
供
体
制
の
確
保
や
医

療
従
事
者
の
感
染
管
理
体
制

の
整
備
等
の
対
策
強
化
を
開

始
し
ま
し
た
。
当
初
、
感
染

症
指
定
医
療
機
関
を
含
め
重

篤
患
者
を
受
け
入
れ
る
集
中

治
療
室
、
重
症
・
中
等
症
患

者
を
受
け
入
れ
る
感
染
症
病

床
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
は

ご
承
知
の
通
り
で
す
が
、
院

内
感
染
や
介
護
施
設
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
に
よ
り
困
難

に
な
っ
た
通
常
の
医
療
提
供

体
制
の
確
保
も
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
４
月
上
旬
に
立
ち
上

が
っ
た
『
東
京
都
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
審
議

会
』
に
は
各
分
野
の
有
識
者

と
と
も
に
東
京
都
医
師
会
も

参
画
し
、
現
場
の
医
療
者
の

状
況
を
即
時
に
共
有
す
る
体

制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
を
得
て
、
都
は

外
来
診
療
体
制
の
確
保
・
病

床
確
保
支
援
・
重
症
患
者
の

受
け
入
れ
態
勢
確
保
・
医
療

従
事
者
特
殊
勤
務
手
当
・
医

療
従
事
者
宿
泊
先
確
保
・
医

療
施
設
設
備
費
補
助
な
ど
６

つ
の
『
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
医
療
提
供

体
制
緊
急
整
備
事
業
』
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
東
京
都
医

師
会
で
は
か
か
り
つ
け
医
の

た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
で
の

診
断
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作

成
、
記
者
会
見
を
定
期
的
に

開
催
し
て
、
都
民
に
対
し
て

医
療
者
の
立
場
か
ら
感
染
対

策
や
医
療
現
場
の
情
報
提
供

に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
当

初
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
充
実
す

る
た
め
に
地
区
医
師
会
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。
東
京
都
医
師
会

で
は
事
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
方

法
・
Ｐ
Ｐ
Ｅ
の
着
脱
訓
練
な

ど
感
染
症
対
策
の
講
習
会
を

開
催
、
勤
務
し
て
頂
く
先
生

方
の
傷
害
保
険
も
整
備
し
ま

し
た
。
６
月
末
に
は
地
区
医

師
会
の
協
力
の
も
と
38
か
所

が
稼
働
し
陽
性
者
の
発
生
状

況
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
行
政
と
情
報

共
有
を
す
る
体
制
が
整
い
ま

し
た
。

　

同
時
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
の
退

院
患
者
や
軽
症
者
の
宿
泊
施

設
の
確
保
の
た
め
、
都
は

『
軽
症
者
宿
泊
療
養
事
業
』

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
医
師

会
は
会
員
の
協
力
を
得
て
都

内
の
ホ
テ
ル
５
か
所
に
軽
症

者
の
健
康
管
理
の
た
め
医
師

を
配
置
、
宿
泊
者
の
心
の
ケ

ア
ー
の
た
め
に
精
神
科
医
の

チ
ー
ム
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

首
都
東
京
の
感
染
状
況
は

日
本
の
経
済
活
動
に
大
き
く

か
か
わ
り
ま
す
。
刻
々
と
変

わ
る
感
染
状
況
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、
陽
性
患
者
受
入
れ
医

療
機
関
の
み
な
ら
ず
受
診
抑

制
の
た
め
経
営
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
医
療
機
関
へ
の
経

済
支
援
、
職
場
で
の
感
染
症

対
策
や
健
康
管
理
な
ど
の
産

業
医
活
動
へ
の
支
援
、
予
防

接
種
や
定
期
健
康
診
断
の
必

要
性
の
啓
蒙
、
58
万
人
の
在

留
外
国
人
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
相
談
窓
口
の
設
置
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
へ
の
検
討
な
ど
重
要
な

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
際
的
な
移
動
制
限
緩

和
に
よ
り
訪
日
外
国
人
が
増

加
す
る
に
従
い
、
空
港
内
で

の
検
疫
体
制
の
充
実
等
、
社

会
情
勢
や
感
染
状
況
の
変
化

に
今
後
も
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
京

都
の
財
政
調
整
基
金
は
コ
ロ

ナ
対
策
で
95
％
減
、
今
後
の

税
収
も
減
少
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
東
京
の
医
療
提
供
体
制

の
確
保
や
医
療
従
事
者
の
支

援
、
都
民
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
の
た
め
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
医
療
施
策
が
不

可
欠
で
す
。
今
後
も
現
場
の

先
生
方
の
声
を
医
師
会
で
の

活
動
を
通
じ
て
行
政
に
届
け

て
参
り
ま
す
。

　

既
に
御
存
知
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
三
四

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

開
業
さ
れ
て
い
る
先
生
方

の
医
療
機
関
の
情
報
を
、

会
員
お
よ
び
一
般
の
方
に

公
開
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
、
診
療
科
、
医
師
名
な

ど
か
ら
医
療
機
関
情
報
が

検
索
で
き
、
各
医
療
機
関

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ヘ
も
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
情
報
検
索
ツ
ー
ル

を
も
っ
と
塾
員
の
方
々
に

利
用
し
て
頂
く
た
め
に
９

月
号
の
「
三
田
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
に
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
内
容
が
掲
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
御
利
用
頂
く
方
の
利
便

性
を
考
え
こ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ス
マ
ホ
対
応
版
に
い

た
し
ま
す
。
開
業
さ
れ
て

い
る
先
生
方
で
、
ま
だ
ク

リ
ニ
ッ
ク
情
報
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
是
非
登
録
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
診
療
情
報
登
録
の
画

面
か
ら
必
要
事
項
を
記
入

頂
き
登
録
頂
く
か
、
診
療

情
報
登
録
フ
ォ
ー
ム
（
Ｆ

ａ
ｘ
印
刷
用
）
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
必
要
事
項
を

記
入
の
上
Ｆ
ａ
ｘ
送
信
し

て
頂
け
れ
ば
結
構
で
す
。

（
三
四
会
副
会
長

�

古
梶
清
和　

63
回
）

ク
リ
ニ
ッ
ク
情
報
登
録
の
お
願
い

三
四
会
員
の
皆
様

――withコロナの
� 新たな慶應病院を目指して――

三村　將（63回）外来担当副病院長

ＣＯＶＩＤ‐19に伴う慶應病院の
外来縮小とその後の復興状況

尽
力
に
よ
り
、
ス
マ
ホ
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
を
用
い
た
外
来

待
合
呼
出
シ
ス
テ
ム
（
離
れ

た
と
こ
ろ
で
待
っ
て
い
て
も

診
療
が
近
づ
く
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
案
内
が
入
る
）
や
Ａ
Ｉ
カ

メ
ラ
を
用
い
た
「
密
」
状
況

の
把
握
な
ど
、
最
新
の
ア
イ

デ
ア
が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
待
合

呼
出
は
す
で
に
３
０
０
０
人

以
上
が
登
録
さ
れ
、
50
歳
代

以
上
が
約
１
／
２
、
60
歳
代

以
上
が
１
／
４
と
な
っ
て
い

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
に
向

け
て
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
状
況

下
で
、
難
局
を
乗
り
切
る
べ

く
一
丸
と
な
っ
て
力
を
合
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
病
院

教
職
員
の
皆
さ
ま
、
ま
た
常

に
慶
應
病
院
に
励
ま
し
の
エ

ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
三

四
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

職
員
の
感
染
状
況
に
つ
い
て

は
、「
職
員
が
感
染
し
た
施

設
が
あ
る
」
と
答
え
た
の
は

10
支
部
29
％
、「
職
員
が
感

染
し
た
施
設
は
な
い
」
と
答

え
た
の
が
17
支
部
50
％
で
あ

っ
た
。
職
員
や
患
者
を
感
染

か
ら
守
る
こ
と
も
急
務
で
あ

る
。

【
現
時
点
で
（
６
月
上
旬
）】

５
．
支
部
内
医
療
施
設
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
（
従
来
の

電
話
診
療
を
含
む
）
の
状
況

の
変
化
に
つ
い
て
は
、「
か

な
り
増
加
し
た
」
と
「
や
や

増
加
し
た
」
は
19
支
部
56
％

で
、「
変
わ
ら
な
い
」
は
4

支
部
12
％
、「
わ
か
ら
な

い
」
が
11
支
部
32
％
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
下
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
電

話
再
診
は
確
実
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。�

６
．
支
部
内
医
療
施
設
で
の

病
診
連
携
状
況
の
変
化
に
つ

い
て
は
、「
連
携
が
保
た
れ

て
い
る
」
の
が
28
支
部
82
％

で
、「
減
少
し
て
い
る
」
は

5
支
部
15
％
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
事
態
下
で
も
病
診

連
携
は
変
わ
ら
ず
機
能
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

７
．
支
部
内
医
療
施
設
で
の

物
資
：
マ
ス
ク
、
ガ
ウ
ン
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
等
の
調

達
状
況
に
つ
い
て
は
、「
特

に
困
っ
て
い
な
い
」
2
支
部

9
％
、「
何
と
か
間
に
合
わ

せ
て
い
る
」
19
支
部
59
％
、

1
支
部
は
「
こ
れ
か
ら
不
足

し
そ
う
な
も
の
が
あ
る
」
と

し
て
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を

あ
げ
て
い
た
。
12
支
部
35
％

で
は
「
不
足
し
て
い
る
」　

と
し
て
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
全
般
３
支

部
８
・
８
％
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
5
支
部
15
％
、
マ
ス

ク
（
Ｎ
‐
95
含
む
）
7
支
部

21
％
、
防
護
服
（
ガ
ウ
ン
）

９
支
部
26
％
、
手
袋
1
支
部

3
％
、
帽
子
（
手
術
用
）
1

支
部
3
％
で
あ
っ
た
（
重
複

あ
り
）。
何
と
か
間
に
合
わ

せ
て
い
る
医
療
機
関
も
多
い

が
、
今
後
長
期
に
な
れ
ば
更

に
不
足
す
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
の
で
、
早
急
の
供
給
対

策
が
望
ま
れ
る
。

８
．
支
部
内
で
の
半
年
以
内

に
開
業
、
閉
院
さ
れ
た
三
四

会
員
は
、
回
答
者
の
知
り
得

る
範
囲
で
は
支
部
内
に
は
い

な
か
っ
た
。

＊
以
上
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
あ
る
が
、
支
部
間
に
は
温

度
差
は
あ
る
も
の
の
、
工
夫

し
て
困
難
な
状
況
を
乗
り
越

え
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

た
。
今
後
も
三
四
会
が
で
き

る
こ
と
に
関
し
て
は
可
能
な

限
り
、
医
学
部
や
慶
應
義
塾

大
学
病
院
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
特
に
２

の
患
者
数
の
減
少
に
対
し
て

は
三
四
会
支
部
と
三
田
会
支

部
間
で
の
連
携
強
化
で
患
者

数
の
増
加
を
図
っ
た
り
、
５

の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
関
し

て
は
慶
應
義
塾
大
学
病
院
の

Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
の
試
行

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

以
下
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

記
載
さ
れ
た
主
な
取
り
組
み

や
意
見
を
列
記
す
る
。�

【
支
部
内
で
の
取
組
や
ご
意

見
等
】
主
な
も
の
を
列
記

・�

い
く
つ
か
の
支
部
で
は
医

師
会
主
導
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
開
始
さ
れ
た
。

・�

福
井
県
で
は
、
３
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て

感
染
者
数
、
対
人
口
10
万

人
比
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
1

に
な
り
、
医
療
崩
壊
寸
前

ま
で
い
き
か
け
た
が
、
鈴

木
康
裕
医
務
技
監
（
63

回
）
の
ご
好
意
も
あ
り
、

厚
労
省
か
ら
医
系
技
官
の

リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
も
派
遣

さ
れ
、
比
較
的
順
調
に
宿

泊
施
設
も
確
保
で
き
、
何

と
か
し
の
ぐ
事
が
出
来

た
。

・�

す
べ
て
の
医
療
機
関
が
、

物
資
確
保
に
苦
労
し
た
は

ず
だ
が
、
支
部
会
員
に
対

す
る
調
査
を
実
施
し
て
い

な
い
の
で
、
詳
細
不
明

・�

基
幹
病
院
で
院
内
感
染
が

お
こ
り
、
地
域
で
の
病
診

連
携
に
支
障
が
生
じ
た

が
、
徐
々
に
回
復
傾
向
。

永
寿
総
合
病
院
支
援
の
た

め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
計
画
が
あ
る
。

・�

感
染
リ
ス
ク
を
背
負
い
激

務
を
こ
な
し
、
日
々
日
常

生
活
に
も
制
限
の
か
か
っ

て
い
る
医
療
従
事
者
が
、

さ
ら
に
収
入
減
少
し
て
い

る
の
は
あ
ま
り
に
理
不
尽

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
三
四
会
と
い
う
よ
り
医

師
会
、
病
院
会
、
私
立
医

大
協
会
な
ど
か
ら
行
政
に

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
ほ
し
い
。

・�

医
師
会
、
病
院
協
会
、
行

政
当
局
が
連
携
し
て
対
応

策
を
協
議
し
て
い
る
。
物

資
の
不
足
に
つ
い
て
は
残

念
な
が
ら
解
決
し
て
い
な

い
。

・�

支
部
内
の
三
四
会
員
の
病

院
間
で
Ｐ
Ｐ
Ｅ
の
寄
付
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

・�

支
部
内
で
も
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
の
流
行
後
、
全
て
の

会
合
、
研
究
会
が
中
止
と

な
り
、
三
四
会
員
に
会
う

こ
と
も
な
い
た
め
、
情
報

が
入
っ
て
来
に
く
く
な
っ

て
い
る
。

　

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
肺

炎
流
行
に
関
連
し
、
健
康

管
理
や
日
常
の
業
務
な
ど

に
大
変
ご
苦
心
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
こ
の
様
な
お

願
い
を
申
し
上
げ
る
の
は

大
変
心
苦
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
下
記
に
ご
賛
同
い

た
だ
け
ま
す
と
大
変
幸
甚

で
す
。

　

ご
承
知
の
様
に
台
東
区

の
基
幹
施
設
で
あ
る
永
寿

総
合
病
院
は
病
院
長
を
は

じ
め
多
く
の
三
四
会
員
が

勤
務
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
に
は
院
内
感
染
が

発
生
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
な
ご
迷
惑
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
が
、
病
院
も
少
し
づ
つ

正
常
化
に
向
か
っ
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
病
院
の
経
済
的

な
状
況
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
も
う
か
が
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
で
「
永
寿

総
合
病
院
を
応
援
す
る

会
」
と
い
う
病
院
の
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
有
志
の
方
が
中
心
と

な
る
会
が
、
病
院
支
援
の

た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

我
々
が
常
日
頃
よ
り
何

か
と
頼
り
に
し
て
い
る
重

要
な
地
域
密
着
型
関
連
病

院
で
す
。

　

三
四
会
員
の
皆
様
に
は

こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
ご
協
力
い
た
だ

け
ま
す
と
大
変
幸
い
で

す
。
ま
た
塾
員
を
は
じ
め

と
す
る
周
囲
の
方
々
へ
の

お
声
が
け
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
台
東
区
三
四
会
支
部
長

�

渡
辺
真
純　

64
回
）https://readyfor.jp/projects/eiju

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら

永寿
総合病院支援のお願い
台東区三四会より

三四会ホームページ→SERVICE→診療情報登録


